
 

 

   Ｇｏｓｓ方位のＯＤＦ解析 

 

  ＬａｂｏＴｅｘｎｏＭｏｄｅｌｌｉｎｇＯＤＦ図から作成した極点図から 

  ＯＤＦ解析すると，Ｍｏｄｅｌｌｉｎｇとは異なるＯＤＦ図が計算される。 

  Ｍｏｄｅｌｌｉｎｇ図より、計算されたＯＤＦ図が正しい 

 

ＭｏｄｅｌｌｉｎｇＯＤＦ   ＭｏｄｅｌｌｉｎｇＯＤ－＞極点図―＞ＯＤＦ解析 

 

   

 

   解析結果としては、右側が正しい 

 

 

    ２０２２年０７月０５日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの分散処理を確認中、ＬａｂｏＴｅｘのＭｏｄｅｌｌｉｎｇＯＤＦ図に 

   違和感があり、急遽、他のＯＤＦと比較を行うことにした。 

   違和感とは、ＥＢＳＤｄａｔａＭａｋｅｒでＧｏｓｓのｃｔｆファイルを作成し 

   Ｍｏｄｅｌｌｉｎｇでは、φ１の回転が認められないが、そのＯＤＦ図から計算した極点図を 

   Ｅｘｐｏｒｔし、再度Ｅｘｐｏｒｔ極点図を解析するとφ１の回転が認められる 

   この確認のため、ＬａｂｏＴｅｘでＦＷＨＭの大きいＧｏｓｓを作成し 

   再計算極点図を各種ＯＤＦで解析を行い、比較する。 

入力データ（ＦＷＨＭ＝３０ｄｅｇのＧａｕｓｓ分布のＯＤＦを作成） 

  

ＭｏｄｅｌｌｉｎｇではＯＤＦに回転なし 

 

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの分散処理も上図と同じ処理 

 極点図 

  



入力極点図（Ｅｘｐｏｒｔした極点図） 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘ解析 

回転が発生する 

 

 

 ODFをＥＸｐｏｒｔし、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙに３Ｄ－Ｆｉｂｅｒ 

 

 φ２＝１５で、φ２＝３５０度 （－１０ｄｅｇ） 



ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

回転あり（φ断面１５度で－１０ｄｅｇ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸ 

回転あり（φ断面１５ｄｅｇでー１０ｄｅｇ） 

 

 

 

 

 

 



ｎｅｗＯＤＦ 

回転あり（φ２断面１５度でー１５度） 

 

 

 


